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1．はじめに
　大学英語教育学会内に設置されている教育問題研究会が実施した「教育実習の受け入れ側の
意識に関する調査」（2005年3月）（Dの中で，約6割の中学・高等学校から「教育実習前に大学
で模擬授業を行ってほしい」との要望が出されていることが報告されている。
　本学では7年前の1999年度から「英語科教育法」クラスで模擬授業を行っており，教育実習
前に実施している模擬授業が教育実習の現場で技術面・心理面ともに様々なプラス効果をもた
らしていることは，拙稿「模擬授業と教育実習」（r明治大学教職課程年報No．26』2003年
度）（2）で既に詳述した。
　模擬授業の目的としては，①教壇に立ち，教えるという経験をすること，②授業で学んだ教
授法を実践してみること，③教授法の実践を通して教え方の向上を目指すこと，の3つが挙げ
られる。模擬授業に参加することにより，教師を目指す学生たちの心理面には，授業準備をし
て教壇に立つ体験が自信をもたらし，技術面には，学習指導案や教材の作成方法，および生徒
への発問の仕方とタイミング・ペース配分・板書方法等を含む教え方の基本が定着する。そし
て模擬授業を行うにあたっては，授業の実施それ自体よりも，むしろその前後の作業，つまり
準備と反省が重要となる。教授経験がゼロもしくは少ない学生たちが，初めから素晴らしい授
業を行うことは無理だからである。準備一実施一反省の3段階を経た後で初めて模擬授業はそ
の効果を発揮する。
　本稿では，模擬授業に臨む学生の教授経験と模擬授業への準備作業である学習指導案作成に
ついて考察する。
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2．教授経験に関するアンケートの結果分析
　模擬授業を実施する段になると，学生は通常，教えることに非常に自信を持って自ら率先し
て模擬授業をしたいと希望する学生，尻込みしてしまう学生，そして，その中間に位置する学
生，という3つのパターンに分かれる。
　模擬授業を行うことに対して積極的な学生と消極的な学生との差は一体どこから生じるのか
という疑問から，学生たちの教授経験に関してアソケートを実施してみた。筆者の今2005年度
「英語科教育法1・皿」の履修生中51名からの：有効回答を集計・分析した結果を以下に示す。
1．　どこかで教えた経験がありますか？　（rはい」と答えた人は，質問2～17と26～27へ。
「いいえ」と答えた人は，質問18～25と26～27へ。）
　　　　　　　　　　　憲6レ1認
　教授経験のある学生が6割弱，ない学生が4割強と判明した。では，まず教授経験のある学
生への質問2～17に対する回答を集計して，その経験内容をつぶさに見ていこう。
〈教授経験のある学生への質問と回答〉
2．　それはいつのことですか？
?
に???a
3．　2ar過去において」と答えた人へ。教えたのはいつでしたか？
c．大学
3年の時
33％（4人）
　b．大学
1年～2年
　　時
59％（7人）
a．高校生の
　時
8％（1人）
4．　2ar過去において」と答えた人へ。教えるのをやめた理由は何ですか7
a．自分側の原因（授業が忙しく，両立するのが難しかったから等）5人
b．生徒側の原因（生徒が無事高校に入ったから等）7人
教えるのをやめた場合でも，「教えるのが嫌になった，面倒だ」というようなネガティブな
　　　　　　　　　　　　　　　　　一32一
理由でやめたわけではないことに注目したい。
5．　どこで教えていますか／教えましたか～〔複数回答可〕
　　　　　　　e．その他
　　d　　　　13％（4人）
小・中・高校の
補助教員として
　3％（1人）
　　c．家庭教師とし　　　　て　　　b・予備校
　　　25％（8人）　3％（1人）
a．塾
56％
（18人）
6．　教える対象は誰ですか／誰でしたか？〔複数回答可〕
f社会人
2％（
e．大
2％（
g．その他
4％（2人）
a．幼児
4％（2人）
d高校生
24％（14人）
b．小学生
　23％
（13人）
c．中学生
　41％
（24人）
7．　教えている／教えた科目は何ですか？〔複数回答可〕
d社会
12％（8人）
　c．数学
　　14％
　（10人）
理科 f，その他 a英語7％（25人）
b国語
26％
（18人）
8．　7ar英語」と答えた人へ。どのような内容を教えていますか／教えましたか～
e受験英語
　18％
（11人）
d英会話
11％（7人）
fその他
c英作文
11％（7人）
a教科齢文
　　法
　34％
　（21人）
b読解
21％
（13人）
　問7と8は，教えている／教えた内容に関するものだが，将来教育実習で教える「英語」以
外の科目も案外多く扱っている。教えるという行為には，科目の枠を超えて共通する何かが心
理面・技術面ともに必要である。したがって，英語以外の科目であっても教授経験は，英語教
師を目指す学生たちにプラスに作用するに違いないであろう。
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9．　1クラスー個人指導・家庭教師を含む一の生徒数は何人ですか／何人でしたか？
　　　　e．20・”50人
　　　　　（学較の補助
　　　　　　姐
　　　　　11％（3人）d20人以上
　（塾）
11％（3人）
　　　c．10～15人
　　　（語学学校＞
　　　7％（2人）
a1人（家庭
獅　29％
b1～10人
　（塾）
　42％
10．　週に何クラス，何人の生徒を教えていますか／教えましたか？
　　　　　　　　d41人以上
　　　　　　　　　24％（7人）
　　　　　　　　c　21～41人
　　　　　　　　21％（6人）
問10では，「週2クラス
a10人未満
34％（10人）
　 　 　　　　　　　　　　　　　　　　　bIO～v20人
　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　21％（6人）
　　　　　　　　　　　　6名」という形式で回答してもらったが，その回答は多岐に渡り，
そのまま列挙すると煩雑になるため，ここでは延べ人数に直して集計した。
11．　1クラスの授業時間は何分ですか／何分でしたか？
c．　80～130
　分
62％（18人）
40～50分
24％（7人）
b．55～60分
14％（4人）
12．　週に何時間教えていますか／教えましたか？
　e．16時間以
　　上
　7％（2人）
d．5～9時間
38％（11人）
a．1時間
10％（3人）
　　　　1．5～3時
　　　　　間
　　　31％（9人）
　3～4時間
　14％（4人）
13．　どのくらいの期間教えていますか／教えましたか？
d．5年間以
　　上
7％（2人）
c．1．5年～3
　年間
52％（15人）
e．不定期 a．1ケ月～
3ケ月間
　％（5人）
　b．6ヶ月～1
　　年間
　17％（5人）
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14．　教えている／教えていた理由は何ですか？〔複数回答可〕
d面白そう
だったから
11％（7人）
c．アルバイト
として、収入を
得るため
24％（15人）
e．その他
8％（5人）
a．教える経
験をしたかっ
　たから
38％（23人）
　将来教師
こなりたいか
　ら
19％（12人）
14e．その他〔回答例〕
　・「子供が好きだから。同僚から学ぶことも多いと思ったから」。
　問14に対する回答では，a「教える経験をしたかった」とb「将来教師になりたい」という
理由が全体の過半数を占め，教えることに前向きで積極的な学生が多いことが見てとれる。
15．　教える／教えたことにより，何か発見したことはありますか？〔複数回答可〕
d自分は教
師に向いて
　いる
5％（4人）
　c．教える
　とは学ぶこ
　　だ
　24％（20人）
e．自分は教
師に向いて　　　　　f，その他 a．教えるの
は大変だ
29％（25人）
b．教えるの
は楽しい
29％（24人）
15f．その他〔回答例〕
　・「自分が知っているということと，それを教えるということは全く別のこと」。
　・「生徒の実態がわかった」。「生徒と接するのは難しい」。「生徒はかわいい」。
16．　質問15に対する回答の理由を述べて下さい。
　〔回答例〕
　　・「簡単に分かりやすく噛み砕いて伝えるのが難しい（15a）」。
　　・「生徒が理解したり，生徒の点数が上がると，嬉しい。喜びを感じる（15b）」。
　　・「教えることで自分の知識を深められる（15c）」。
　自分は教師には不向きだと実感した学生や教え子との接し方に悩んでいる学生もいるが，お
おむね，教える経験は何らかのプラスの影響をもたらしていると言ってよいだろう。
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17．　教える経験をして，良かったと思う点は何ですか？（箇条書きにして下さい。）
　〔回答例〕
　　・「自分が理解していることと教えることは違うことがわかり，分かりやすい教え方を研
　　　究するようになった。教えることは奥深いと思った」。
　　・「生徒が理解した時の喜びは，教えることの醍醐味につながる」。
　　・「“育てる・共に学ぶ”ということを学んだ」。
　　・「理想の教師像が見えてきた」。
　　・「自分の実力，勉強不足の点がわかった」。
　様々な回答があったが，それらを集約すると，教え方等の指導技術面，生徒との関わり合い
方，自分自身の人間としての，または教師としての成長の面等において，教える経験をして良
かったと答えている。
　以上，教授経験のある学生たちからの回答を概観すると，何かを学び，何かを得ながら，真
摯に，教えるという仕事に取り組んでいる彼らの姿が浮かび上がってくる。
　では次に，4割強の教授経験がない学生たちについて調べてみよう。
〈教授経験のない学生への質問と回答〉
18．　なぜ教えたことがないのですか7〔複数回答可〕
d．何をどう教え
たらよいかわか
　らないから
　5％（2人）
　　教える自信
　がないから
　19％（7人）
a．教える機会
がないから
49％（18人）
b．勉強や部活
等で忙しいから
　24％（9人）
19．　教える機会があれば，教えたいですか？
c．どちらとも
言えない
9％（2人
b教え
a．教えたい
86％（19人）
5％（1人）
　教授経験がない理由の7割強は，その機会と時間の欠如によるものであり，教授経験のない
学生のほとんど全員が，機会があれば教えたいと回答した。「教えたくない」あるいは「どち
らとも言えない」と回答した少数の学生も，問24「自分の苦手な部分を克服したら，教えたい
ですか？」に対する回答結果（「はい」が100％）で一目瞭然だが，教え方がわかり，自信が付
一36一
けば，教えたいと考えている。
20．　19ar教えたい」と答えた人へ。どのような内容を教えたいですか～〔複数回答可〕
　　　　　　　f，その他
禮需　゜％（°人）へ
d英会話
14％（6人）
　　　　英作文
　　　17％（7人）
教科書の文
　法
26％（11人）
b．読解
24％（10人）
21．　19a「教えたい」と答えた人へ。どのような学習者に教えたいですか～〔複数回答可〕
　　　　f，社会人　　gその他
　　　　　　　　　　　　　　　　　　b．小学生
20％（7人）
　中学生
43％（15人）
　問20「教授経験のない学生が希望する教授内容」は，教科書の文法と読解とで50％を占めた。
自らがかつて中学・高等学校の授業で慣れ親しんだ内容一教科書中心の文法や読解一なら自信
を持って教えられるということだろうか。しかし最近では，ALTとのteam　teachingが増え
てきているので，英会話の指導もできる必要がある。
　問21「教授経験のない学生が希望する教授対象」は，中学生が43％を占めている。問6の回
答結果で見たように，教授経験のある学生の実際の教授対象も，中学生が41％を占めていた。
同率と言ってよい。数値を見る限り，教授経験のあるなしにかかわらず，大学生の多くには，
中学生が教授対象として最も適切だと言えるようである。
22．　19br教えたくない」，　tgcrどちらとも言えない」と答えた人へ。「教えたくない理由
は何ですか？〔複数回答可〕
教えるのが　　d．教えるのは
好きではない　　　面倒0％
　0％
b．何をどう教
えたらよいかわ
　からない
　33％（1人）
教えるのが
怖い0％　　　　　教える自信
　　　　　がない
　　　　　67％（2人）
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23．　18cまたは22a「教える自信がない」と答えた人へ。どのような点で自信がないのです
か？〔複数回答可〕
　C．
　　20％（3人
b．英語技能
（聞く・話す・読
　む・書く）
33％（5人）
人前で話す
ことが苦手
dその他 a．英語の知識
（語彙・英文
　　法）
47％（7人）
　少数ながら「教えたくない」「教える自信がない」と言う学生たちが存在するが，彼らは何
をすべきか？　当然，まず英語力を身に付けることであろう。大学英語教育学会内の教育問題
研究会が行った「教員採用で重視される項目の分析調査」（13）によると，「英語力がある」とは，
1）英語で授業ができること，2）ALTとコミュニケーションができること，3）英検準1級・
TOEFL　550点・TOEIC　730点のいずれかを取得していること，4）英語母語話者に近い発音が
できること，5）大学センター試験の英語問題にほぼ正確な解答が出せること，を意味してい
る。「教える自信がない」と言う学生に限らず，英語教員を目指す者全員が上記1）～4）のレベ
ルをクリアすべきである。
24．　18cまたは22ar教える自信がない」と答えた人へ。自分の苦手な部分を克服したら，
教えたいですか？
b．いいえ，
0％（0人） a．はい
100％（9人）
25．　19crどちらとも言えない」と答えた人へ。その理由は何ですか？　具体的に述べて下
璽〔回答例〕
　・「自分が自信のあることであれば教えたいと思うが，今はまだ未熟であるため，その自
　　信がないから。もっと勉強し，実力がついたら教えたいと思う」。
最後の2つの質問26と27は，教授経験のある学生とない学生の両方に回答を求めた。
26．　教育実習前に「教える」ことを経験する利点は何だと思いますか？〔複数回答可〕
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d．教えること
の楽しさを知る
ことができる
19％（28人）
c．自分の英言
力を認識でき
　　る
16％（23人）
その他
a．教えること
の大変さを知
ことができる
7％（38人）
b．自分の弱点
を発見し、克服
しようとするこ
　とができる
24％（35人）
　26e．その他〔回答例〕
　　・「教えること（知識＋コミュニケーションが必要）の練習になり，場に慣れ，教えるこ
　　　とに自信を持つことができる」。
　　・「生徒の立場に立って考えられ，生徒の気持ちを引き付ける方法がわかる」。
　　・「経験・反省点を生かして，教育実習をより充実したものにすることができる」。
　　・「教師を将来の職業にしてよいのかの目安になる」。
　　・「普段の大学の授業でも，先生の授業の進め方に注目するようになって楽しい」。
　教育実習前に「教える」経験をする利点として学生たちが捉えているものの大半は，英語教
師を目指す自己の反省そして向上を促すものの発見，つまり「教えることの大変さ」「自分の
弱点」「自分の英語力」の発見である。「教える」ことの経験は，彼らの教師としての技量・力
量を磨く契機となる。
　教師を目指す老全員が大学外のどこかで事前に教える経験をもてるとは限らないので，大学
の授業内等で教壇に立って教える練習をする機会をできるだけ多く設ける必要を強く感じる。
27．　「教える」ということに関して自分の方針・主義・意見等がある場合は述べて下さい。
〔教授経験がある学生の回答例〕
　・「授業では，毎回テーマを明確にし，生徒が理解したかを適宜確認する」。
　・「自分の知識を出すことと教えることは違う」。
　・「教師は生徒の目線に立ち，生徒に必要なことを考え，生徒を下から支えてあげる存在」。
　・「教えることに満足してはいけない。自分も学ぶ姿勢で」。
〔教授経験がない学生の回答例〕　　　　　　　　．
　・「英語だけではなく，外国の文化や時代背景，生きる上での重要なことも教えたい」。
　・「授業の流れを重視していきたい」。
　・「生徒中心。教師は脇役」。
　・「楽しく授業をする。教師・生徒が共に楽しめればそれが一番」。
教授経験がない学生は，当然のことながら，理想や理念を語り，教授経験がある学生は，具
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体的に細かな部分に踏み込んで，授業の進め方や教師の意識・態度・心構え等に関して実際的
見地からの意見を述べている。実際に生徒に接している学生は，現実の場面や問題に直面し，
問題解決を図りながら様々なことを学んでいる。
　「教授経験に関するアンケート」を実施したのと同時期に，「模擬授業に対する思い」を学生
51人に聞いてみた。結果は以下の通りである。
教授経験あり 教授経験なし
模擬授業で先生役をやりたい
ﾇちらともいえない
ﾍ擬i授業で先生役はやりたくない
42％
Q6％
R2％
18％
P7％
U5％
　教授経験なしの学生の内の3分の2が「模擬授業で先生役はやりたくない」と思っているこ
とに注目したい。教授経験の有無は模擬授業に対する積極性と連動しているようである。やは
り，教授経験ゼロの状態で教壇に立って授業をすることには心理的に大きな抵抗があるだろ
う。しかし，その彼らが教育実習先に行って，そこで初めて授業なるものを行ったら，一体ど
ういう結果になるか？
　問18～25の回答結果から判明したように，教授経験なしの学生の9割が「教える機会があれ
ば教えたい」と思っており，残りの1割も，実力と自信が付けば教えたいと考えている。した
がって，教授経験なしの学生は，まずは生徒役として模擬授業に参画し，先生役の学生の教え
方から学び，その後に先生役をやるというプロセスを経れば，抵抗なく教授体験できる。た
だ，一回だけの模擬授業体験では当然不十分で，できるだけ多くの体験が試行される必要があ
る。
3．学習指導案作成
　模擬授業を実施するにあたり，事前の準備作業として，学生たちは学習指導案を作成し提出
する。学習指導案には授業運営の方法や技術が盛り込まれており，これが授業の成否を左右す
るものとして大きな役割を果たす。また，模擬授業実施後に学習指導案の中味を再検討するこ
とによって，その模擬授業での問題点や課題が明確になり，次のより良き授業実施に資するこ
とができるので，学習指導案をきちんと作成することは非常に重要なのである。
　学習指導案を作成する段階に至るまでに，「英語科教育法」クラスの中で学生たちは，①日
本の英語教育の歴史を学び，②様々な外国語教授法を学び，③学習指導案の書き方を学んでい
る。こうしたことを学んだ後で，実際の中学校用教科書を使用して学習指導案を書いて提出
し，チェックされて返却され，書き直す。そして，その学習指導案を基に模擬授業を行うので
ある。
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　D　学習指導案作成要領と手順
　学習指導案作成には，単元の目標を的確にとらえた上で毎回の授業の位置付けを決めて授業
の流れを計画するという目的があるので，学習指導案には基本的に以下のように1）～8）まで
の項目を盛り込む必要がある（4）。
英語科学習指導案
指導教諭
教育実習生
先生　印
　　　印
実施日時　○○年○○月○○日　（○曜日）第○校時
学級第○学年○組（男子○名・女子○名、計○名）
場　　所　○○教室
1）単元名
2）単元設定の理由（教材観・教材の系統観・生徒観・指導観など）
3）単元の目標
4）指導計画
5）本時の目標
6）使用機器・教具
7）本時の展開（指導過程）
指導過程 学習内容と活動 教師の働きかけ 予想される生徒の反応 指導上の留意点
ウォームアップ
@　5分
復習
T分
導入
P0分
展開
Q5分
整理
T分
8）評価
　1）　「単元名」：教科書の単元名を書く。
　2）　「単元設定の理由（教材観・教材の系統観・生徒観・指導観など）」：「本課の指導概要」
というような名称に置き換えられることもあり，授業全体の方向を指し示すものである。
　3）　「単元の目標」：「本課の指導目標」とも書く。指導目標は生徒に定着させるべき目標な
ので，指導目標を学習指導案に明記することは非常に大切である。
　4）　「指導計画」：単元を構成する小計画と配列を記し，本時の位置を明示する。
　5）「本時の目標」：「単元の目標」を受け，その授業の活動を通して何を定着させるのかを，
より具体的に明記する。「何を」「どうすることで」「どのような」目標を達成しようとするの
かを，前時・次時とのつながりを視野に入れながら書く。
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　6）　「使用機器・教具」：授業で使う視聴覚機器や教具を書く。
　7）「本時の展開（指導過程）」：授業での手順や注意を記す。一般に，指導過程と時間配分
を縦軸に，学習内容と活動，教師の働きかけ，予想される生徒の反応，指導上の留意点等を横
軸にする。時間配分は，生徒の理解度や目標の難易度によって変更する必要が出てくるかもし
れないので，学習指導案には柔軟性を持たせるべきである。
　8）「評価」：「単元・本時の目標」が達成できたかを確認するためのものなので，「単元・本
時の目標」と対応する関係になければならない。その観点としては，「コミュニケーショソへ
の関心・意欲・態度」，「表現の能力」，「理解の能力」，「言語や文化についての知識・理解」が
あり，これらの観点を明記し，十分に反映させて，授業に即した評価項目を立てる。
　以上が学習指導案の標準的な形式だが，筆老の「英語科教育法」クラスでは細案を提出させ
ている。細案作成にあたっては，授業構想→略案→細案という手順を踏むので，細案を書ける
ようにしておけば，略案も書くことができるからである。
　2）学生作成の学習指導案例
　良い学習指導案とは，上記のような項目が的確に盛り込まれたものである。一方，悪い学習
指導案とは，必要な項目が学習指導案に盛り込まれていなかったり，誤字・脱字を含めて日本
語の文章表現が適切でなかったり，英語の表記や表現が間違っていたりするものである。
　以下に示す例は今2005年度7月に「英語科教育法」履修生が初めて書いた学習指導案（筆者
が添削する前の状態）であり，中学一年生のテキストの一部分（Ihave　a　judo　uniform．　This　is
the　uniform．　I　like　judo　very　much．　I　practice　it　at　school．）を素材としている。
　この例では「導入」部分を「Introduction　of　New　Material」に，「展開」部分を「Practice」
「New　Words」「Reading」としており，授業の構想が上手く練られていて，指導に対する熱
意も感じられる。ただし，日本語の文章表現が適切でなかったり，英語の句読法や綴りを誤っ
ていたり，英語表現においても初歩的な間違いや不自然な表現が目につく［本稿では，不適切
な日本語表現と誤った英語句読法や綴りに関しては波線下線を付して示し，不適切な英語表現
に関しては抹消線を付して適切な表現をゴシック体太字で表示しておく］。
　この例のように，学習指導案の構成面は良いが，英語表現の面では良くない例を目にするこ
とが多い。英語教師を目指す学生の英語力向上の必要性を痛切に感じる。週一回しかない「英
語科教育法」クラスで学生が身に付けられるものは英語学習指導技術の基盤であって，英語力
それ自体は他の多様なクラス及び場面で更に磨かれる必要がある。
指導者　○○○○
1．日時：　年月　日　曜日　校時（時分～時分）
一42一
2．題材：New　Crown　I（1997）三省堂
　　　　　LESSON41Have　a　Judo　Unifo㎜
Ihave　a　judo　uniform．　This　is　the　unifo㎜．
Ilike　judo　very　much．
Ipractice　it　at　schoo1．
3．　クラスの実態：中学　年　組　男子　人　女子　人　計　人
4．本課の指導概案：
　　本課で目的とされる主な文法的内容は，今までのbe動詞とは異なる一般動詞を用いての
　一人称の文の作り方である。また，その疑問文と否定文やwhatの疑問文も学習することに・
　なっているので，自分の事に関した簡単な応答や意志表示，自己紹介から他者との簡単なコ
　ミュニケーショソができることを最終的な目標としたい。その中で，基本的な動詞の定着や
　very　muchの表現といった語彙も習得させる。他に，数字を扱ったページもあるので，反
　復練習によって定着させ，つかえるようにしたい。
5．本課の指導計画：
　第1次：（本時）Sectionl一般動詞を使った肯定文（p．27，　p．30）
　第2次：Section2一般動詞の疑問文と応答と否定文（p．28，　p．30）
　第3次：Section3　Whatを使った一般動詞の疑問文（p．29，　p．30）
　第4次：自己紹介，Lesson4のまとめ，数字（p．31，　p，32，　p．33）
6．本時の目標：
　①一人称の一般動詞の肯定文を理解し，実際につかえるようにする。
　②①の目標達成のためにも新出単語を確実に覚えさせる。
　③27ページに出ている4つの文を理解し，at～やvery　muchといった表現を自分のもの
　　とする。本文の内容を理解することももちろんであるが，このような文章を自分に即して
　　言えるようにすることから，コミュニケーション能力の第一歩をふみだせるようにする。
7．本時の展開：
時間 指導過程 教師の働きかけと予想される生徒の反応 ねらい・留意点
3分 GreetingT：Hello，　everyone！！How　are　youP まだ習っていることも少
S：1’mfine　thank　you，　and　you～ ないので，この挨拶だけ
T：Fine　thank　you！！So，　let’s　start正蹟田！Are　youしっかりやる。元気に行
｛脹readyP い，これから英語の授業
S：OK！！ が始まる実感とやる気を
T：Are　you｛班readyP 出させる。何人かにOK
S：OK！！ といってもらう。
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5分 Review T：What　is　thisP Lesson　2で扱ったwhat
S：It　is唄r　chalk． の文を復習と導入の意図
T：OK！！Good．　Next　is…，what　is　thisPで行う。前回のビクチ
S：It　is　a　text　book． ヤーカードや身の回りの
物を使って，なるべく多
T：You　are　very　good　and　OK．　So　let’s　go　start　today’sくの人とコミュニケーシ
P「09「am・ ヨソをとれるようにする。
12分IntroductionT：Now，　e｝ass　everyone，100k　at　the　blackboard．主語の後に動詞がきて，
of　new　mate一1，have，　like，　English，　book，　a，　dog，　dogs，　rabbit，　rab一目的語がくるという日本
rial bits，　very　much，といったフラッシュカードを用意語とは異なる英語の語順
し，それを次のように並べる。 を強調し，生徒に意識づ
Ihaveado9。 けさせる。又，動詞はこ
11ike　English（very　much）． ういった文の基本とな
Ipractice　judo． り，はじめて出てくるも
この3つの例文を使って，一般動詞の一人称の文の構 のなので，haveとlike
造と作り方を説明する。まず，動詞の意味を教え，そ とpracticeの意味は最
れからその英語の語順のでき方を教える。その後，日 初にしつこく繰り返し，
本語で意味を横に板書する。又，very　muchの使い方分かってもらう。
も一緒に説明してしまう。その後，質問はないか？と 具体的に理解させるため
聞く。 に，覚えてしまうように
動詞の意味と語順の理解と日本語訳の説明が終わっ 3つの英文を繰り返す。
たら，この3つの例文を先生がいい，生徒に繰り返さ
せる。ある程度やったら，個人をあてて，この3つの
例文を言ってもらう。
10分 Practice先に使ったカードを使い，先生が日本語で文を言った 習ったことを今度は自分
のを生徒が黒板の前に出てきて，カードを並び替え でできるように主体的な
る。それを確認した後みんなで，その文を口に出して 活動をさせ，自分のもの
練習する作業を繰り返す。 にさせる。
例：私は一冊の本を持っている。
私は柔道が大好きです。
T：Please　answer．
S：解答する。
T：OK！Very　good！／Good　job！But㍍you　have　made　a
湘e－small　mistake．
5分 New　WordsT：Let’s　practice　new　v㏄aもu㎞es　vocabulary．先に説明済みの単語が多
カードを見せながら，この課ででてくる単語を最初は いので，始めてみる単語
鞘1語1語説明する。その後，英語→日本語の順で， を中心に説明する。動詞
カードをひっくり返しながら一緒に言ってもらう。そ と名詞を分けて教える。
の後，日本語→英語の順で生徒たちだけにいってもら
う。
T：Repeat　after　me　in　English／Japanese麟
15分ReadingT：Open　your　text　book，　page　27． 一人称一般動詞の復習は
一文ずつ読んでは，意味を説明，または答えてもら もちろん，atとtheの
う。一文めと三文めは，復習の感じで答えてもらう。 使い方を教え，教科書の
二分めと四文めは，theとatの使い方を説明する。こ文を自分で理解できるよ
のようにして，意味がわかった後，先生の後に続い うにした後，音読で定着
て，リビートする練習をする。 させる。
T：Repeat　after　me．　I　have　a…
S：Ihavea…
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その後，このページのQ＆Aをやってもらい，○か テキストのまとめとし
×か，みんなに手を挙げてもらい，本文の該当箇所と て，○×をする。テキス
照らし合わせて本文の内容を確認する。 トの内容を最終チェック
T：Raise　your　hand，　O　or　x？ する。
終わったら，30ページに行って，（1）～（3）の単語を
あてはめて，英文を言い，リピートしてもらう。意味 一般動詞の使い方を定着
は先に説明してしまう。このような練習は，前にも結 させるために行う。
構やったので，まとめの感じで，音読を中心として，
簡潔に行う。
T：So，　go　to　page　30．
T：Repeat　after　me．　I　have　a　ludo　uniform．・・
（cueの順はjudo　unifom1，　pen，　bag，　bike）
T：OK！Good　job．
2分 Consolida一T：Let’s　practice　today’s　poinし 今日勉強したことを確認
tion 今日は，新しい形の文を勉強したことを確認し，主語 し，一般動詞の文の最終
→動詞の順に英語はなっていることを確認する。その 確認をし，授業の終わり
後，Introductionでやった3つの文を出してリピートへつなぐ。
する。
T：Look　at　the　black　board　and　repeat　after　me．　I　have
ado9．
S：Ihave　a　do9．
T：Ilike　English　very　much．
S：Ilike　English　very　much．
T：Ipractice　judo．
S：Ipractice　judo．
T：OK！Today’s　lesson壬嚇is　finished．　Thank　you．
Good　bye．
S：Good　bye．
　3）　模擬授業をするための学習指導案
　筆者の「英語科教育法」クラスで実施している模擬授業は一人15分～20分のものなので，上
記の学習指導案通りには授業を進めることはできない。したがって，上記の学習指導案の中の
行いたい部分　　例えば，「ウォームアップ，復習，導入」を全てやる，「導入」と「展開の一
部」をやる，「ウォームアップ，復習，導入，展開，整理」を少しずつ拾い上げて授業の流れ
を体験してみる等　　を学生が選択することになる。学生は自分で選択した部分に関しての授
業計画を立て（模擬授業用に練り直した学習指導案は，次回の機会に掲載しようと思う），教
材を作ったり，授業中に言う文言を考えたりして模擬授業に臨むのである。
4．　まとめ
　今回のアンケート調査結果から，教授経験のある学生の方が，教えることに対してより前向
きな姿勢をもっており，実体験に基づいたより具体的な考えをもっていることが判明した。こ
の調査結果からも，教育実習前に模擬授業をすることの必要性と重要性を再確認することがで
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きた。
　ただ，教授経験のない学生たちからの回答結果に見られるように，教えようとする側の「自
信のなさ」の主因になっている英語力不足は憂慮すべき問題である。次回の機会に「模擬授業
の実施と反省」に関して調査し考察したいと考えているが，そこでもやはり英語力不足の問題
が反省点の一つとして浮上することが予想される。
　大学英語教育学会内の教育問題研究会が実施した「教員採用で重視される項目の分析調
査」⑤によると，「英語科教員養成課程に対する要望」として，「実践的指導力・指導技術」の
養成と「英語運用能力・英語観」の育成が特に求められている。前者では「わかりやすい授業
を展開できること」と「英語コミュニケーショソ活動の技術を持っていること」が，後者では
「英語で授業ができること」，rALTとコミュニケーションができること」が具体的に挙げられ
ている。
　また，同研究会が行った「教育実習の受け入れ側の意識に関する調査」⑥でも，「実習生指導
に関する大学への要望」として，第一に「英語力の養成」が，第二に「指導法・指導技術の養
成」が，第三に「模擬授業」の実施，第四に「学習指導細案の書き方」の指導，第五に「基本
的機器の操作」の習得が求められており，まずもって実習生に英語力を身に付けさせることは
大学側の急務である。
　英語教師としての英語力には，英語の文法を体系的に説明できる力，英語母語話者のように
発音・発話できる力，生徒の書いたものを即添削できる力，プレゼンテーション能力，評価を
する力等の様々な側面がある。学生はそうした英語力を身に付けるべく日々努力を積み重ねる
必要があるし，大学側は彼らの英語力を高めるための体制を強化する必要がある。
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